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基本的な考え方
三菱電機グループは、適正な納税を通じて企業の社会的責任を果たすという考えの下、「三菱電機

グループ	グローバル税務方針」を制定し、税務コンプライアンスの徹底に取り組んでいます。

税務ガバナンスの枠組み
三菱電機グループの税務ガバナンスは、「税務コンプライアンスは事業推進と一体不可分」との認
識に基づき、CFO（Chief	Financial	Officer）の指揮・監督の下*、グループ各社が税務リスク管理を
行うことにより、税務コンプライアンスの徹底を図る体制としています。
なお、税務に関する事項について、CFOはその重要性等を考慮の上、執行役会議等において適時
報告を行うこととしています。
*	関税や個人所得税など一部諸税については、各法令を所管する部門が責任を負っています

税務に関する方針
三菱電機グループは、グループ各社が、国内外において事業を遂行するにあたり遵守すべき税務

に関する基本的な方針につき、以下のとおり定めています。

税務コンプライアンスへの取組み
三菱電機グループは、税務ガバナンスの枠組みに基づき、各国税務当局による税務調査や税務争

訟の状況等を定期的に把握するなど、リスク管理の強化を図っています。
また、移転価格税制については、事業運営上の重要な課題の一つとして、OECD移転価格ガイドラ
インや各国・地域の移転価格税制に基づいた移転価格管理の強化に取り組んでいます。

税務への取組み

◦税務プランニングに対する姿勢
三菱電機グループは、事業を行う各国・地域の税法および関連規則や国際的な取決め（条
約等）等を遵守します。	また、OECDガイドラインなどの指針を尊重し、グループ間の取引を
独立企業原則に基づいて行います。
三菱電機グループは、事業を行う各国・地域において利用可能な税制上の優遇措置や免税
措置を適用する場合がありますが、「基本原則」に反する人為的な税務アレンジメントは一切
行いません。

◦税務リスク管理
三菱電機グループは、税務コンプライアンスは事業推進と一体不可分であると考えてお

り、グループ各社は事業の遂行にあたって税務リスク管理を徹底しています。
三菱電機グループは、グループレベルでの税務管理が適切に遂行されるよう、税務ガバナ
ンスの枠組みを整備しており、グループ各社は、適用されるすべての税に関する諸規則を遵
守し、それらのルールに従った納税を行うための組織体制とプロセスを整備しています。
重要な不確実性がある場合には、必要に応じ事前に外部の専門家の助言を求めることが
あります。また、税務当局との事前相談を通じて、税法および関連規則の適用についての解
釈や説明を得ることにより予測可能性を確保することも検討します。
適切な税務上の取扱いについて、税務当局との間に見解の相違が生じ、双方の当事者間
で解決することができない場合、適切な方法により、建設的に問題解決を図ります。

◦税務当局との関係
三菱電機グループは、税務当局と常に協力的かつ建設的な関係の構築に努めます。私た
ちは正確かつ適時に申告を行い、税務当局からの照会や資料要求に対し、真摯かつ適時に対
応します。◦基本原則

三菱電機グループは、「企業理念」及び「私たちの価値観」に基づき、サステナビリティを企
業経営の基本と位置付けています。
また、三菱電機グループは、「倫理・遵法」の徹底は会社が存続するための基本であると認
識しています。
これらの原則及び「三菱電機グループ行動規範」に基づいて、三菱電機グループは、税法お
よび関連規則を遵守し、適切に納税義務を履行します。

三菱電機グループ　グローバル税務方針




